
指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580101No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化団体の育成

みよし市文化協会補助事業 主管課名

課長名

生涯学習課

岡田 高行

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

本市における文化・芸術の育成を図ることを目的に、文化協会の芸
術文化活動費及び運営費に対し助成をしている。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

70 70 70

①自主事業の展示事業として、サンアート、アイモール、イオンに毎月展示をした。
②市民茶会を年3回実施。七夕茶会を年1回実施。
③機関紙「みよし文協」の年3回発刊。
④文芸誌の年1回発刊 など
文化・芸術活動を積極的に展開した。

70 70

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

文化協会活動日数 日

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

みよし市文化協会に所属している団体
(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

文化協会団体数 団体

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
自主的に活動を行うことができるようにする。

自主的な活動グループ数 団体

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

自主的に学んできた活動の成果を発表する。
発表の機会の数 回

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
70

28 29 30 31 32 33
日

単位
①
②
③

29 30 30 30 30

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

団体 30

85 63 65 65 65団体 65

110 2 2 2 2回 2
85

2,800 4,715 2,800 4,100 2,800

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 03

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 2,800
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

2,800 4,715 2,800 4,100 2,800 2,800
1,659 5,163 5,163 1,377 1,377 1,377千円

200 2 750 2 750 2 200 2 200 2 200 2
169 0 0 0 0

× × × × × ×
0

0 483 483 0 0 0
4,459 10,361 8,446 5,477 4,177

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

4,177
154団体

A＋B＋C
345 282 183 139 139

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580101 みよし市文化協会補助事業
様式1-2

昭和43年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

市民の文化・芸術への意識高揚と学習者の発表機会の創出のため。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
■
□

変化していない
変化している

変化し
た内容

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

会員の高齢化などにより、会員数・団体数の維持が難しくなってき
ている。
文化協会の自立に向け、専任職員の育成、協会組織の見直し、市の
関与のあり方等を検討する必要がある。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務
市民の文化・芸術に対する意識高揚を図るため。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

□

■
各部会の自主性を尊重したいため。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

■
文化協会会員にも積極的に事業に携わってもらう。

□

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

■

□

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性↓ 削減 ↑ 増額 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 文化協会補助金交付要綱
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する

2



指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580103No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化団体の育成

みよし演劇文化推進事業 主管課名

課長名

教育行政課

鈴木 正憲

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

市の演劇文化を中心とした文化・芸術活動を行う団体に補助金を交
付し、一般演劇公演や身近な場所での出前公演事業などの演劇文化
活動を支援する。
補助金対象団体は2団体。
事業費は2,000,000円、補助率は２分の１となる。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

市民参加型の演劇文化事業を開催。2月にサンアートレセプションホールにて市内演劇グループ「つるかめさろ
ん」による公演「夜明けの奥地」を2回開催。3月にサンアート小ホールにて市内演劇グループ「劇団Ｉ＆Ｉ」に
よる公演「女の庫」を3回開催。

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

公演回数 回

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

公募参加劇団員
(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

参加者数 人

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①継続して演劇文化活動ができる
②自立的な演劇運営ができる 継続して演劇活動する市民の数 人

市民演劇活動グループ数 団体

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

自主的に活動できるようにする
自主的な活動件数 件
自主活動グループ数 団体

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33
回

単位
①
②
③

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

人

人
団体

件
団体

0 0 0 0 0

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 08

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0千円

× × × × × ×

0 0 0 0 0

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

0
人

A＋B＋C

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580103 みよし演劇文化推進事業
様式1-2

平成２１年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

7年間の三好演劇塾としての活動を終了とし、今後は市民の自主的な
演劇活動を指導・支援する。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
■
□

変化していない
変化している

変化し
た内容

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

特に課題・意見はない

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 みよし市独自の文化演劇振興のための演劇活動グループの育成を行
う。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

□

■
継続して演劇へ参加する者が少ない。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

■

□

□

■ 運営費の個人負担（受益者負担）の徴収等

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ □ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 みよし演劇公演等実施事業補助金交付要綱
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580104No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化団体の育成

芸術文化国際大会等出場者激励事業 主管課名

課長名

生涯学習課

岡田 高行

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

国際大会等への積極的な出場を促し、芸術文化の振興及び青少年の
健全育成に寄与することを目的に、芸術文化の分野において、国際
大会等に出場しようとする者に対し、激励金を交付し支援を行う。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

2 5 5

①対象となる出場者より申請書の提出
②激励金の交付
③出場者から実績報告書の提出

5 5

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

激励金の交付件数 件

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①国際大会に出場する者
②国民文化祭、全国高等学校総合文化祭に出場する者
③全国規模以上の大会等（①②以外）に出場する者
(対象となる大会かつ、市民又は市民が所属する団体に限る）

(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

国際大会出場者数 人
国民文化祭、全国高等学校総合文化祭出場者数 人
全国規模以上の大会等（①②以外）出場者数 人

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
市民の芸術文化の振興が図られ、市民が大会等において好成績をお
さめる。 全国大会入賞者数 人

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

文化芸術の振興について市民の満足度があがる。
文化芸術の振興について市民の満足度向上 %

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
5

28 29 30 31 32 33
件

単位
①
②
③

1 1 1

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

人
人
人

1
5 5 5 5

2 9 5 5 5 5
2 3 5 5 5人 5

71.1 34.6 50 50 50% 50

10 45 55 55 55

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 08

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 55
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
10 45 55 55 55 55
157 345 345 345 345 0千円

42 1 100 1 100 1 100 1 100 1
0 0 0 0

× × × × × ×

0 43 43 43 43 43
167 433 443 443 443

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

98
人

A＋B＋C
443 443 443 98
89 89 89 20

84 48 89 89 89 20
人
人

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

5



２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580104 芸術文化国際大会等出場者激励事業
様式1-2

平成２６年４月
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

本市の名声を高めるとともに芸術文化の振興及び青少年の健全育成
に寄与するため。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
■
□

変化していない
変化している

変化し
た内容

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

対象が芸術文化の分野であるため、スポーツ部門と比較すると国際
大会が少ない。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 本市の名声を高めるとともに芸術文化の振興及び青少年の健全育成
に寄与する。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる■

□

■

□

拡大

縮小
過去3年以内に同じ分野で激励金の交付を受けているものは除外す
ることにより、新規申請者の拡大を図る。

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

■

□
市民への周知

ある 庁内事業

庁外事業

■ ■

□

国体、全国大会出場激励事業類似事業名

□ある

ないない□ ■

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

■

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 なし
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580202No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化事業の展開

文化事業委託事業 主管課名

課長名

生涯学習課

岡田 高行

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

春の文化展、文化祭(秋）、公募美術展を文化協会に委託し、サンア
ートで実施している。

春の文化展 5月11日～ 5月14日
公募美術展 8月29日～ 9月 3日
文化祭 11月 2日～11月 5日
市民茶会 年4回

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

15 18 18

①春の文化展では展示発表に413点を出展、芸能発表には11団体が参加
②秋の文化祭では展示発表に1,033点を出展(菊含む）、芸能発表には10団体が参加
③公募美術展では145点の応募があった。

18 18

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

開催日数 日

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①文化協会会員
②公募美術展応募者

(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

文化協会会員数 人
公募美術展応募者数 人

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
文化・芸術の技能を高めてもらう

出品点数 点
出演人数 人

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

文化芸術活動に参加してもらう
自主的な活動グループ数 団体

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
18

28 29 30 31 32 33
日

単位
①
②
③

818 839 840 840 840

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

人
人

840
108 145 150 150 150 150

1,376 1,591 1,500 1,500 1,500点
人

1,500
425 352 450 450 450 450

110 63 65 65 65団体 65
248,626

6,196 4,699 5,085 5,085 6,585

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 03

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 5,085
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

1,000 0 0 0 0 0
5,196 4,699 5,085 5,085 6,585 5,085
1,866 5,163 5,163 1,725 1,725 0千円

167 3 750 2 750 2 167 3 167 3
0 0 0 0

× × × × × ×

161 304 304 161 161
8,223 10,166 10,552 6,971 8,471

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

5,085
10人

A＋B＋C
12 13 8 10 6
70 70 46 56 3476人

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580202 文化事業委託事業
様式1-2

昭和43年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

市民の文化・芸術への意識高揚と学習者の発表機会の創出のため。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
■
□

変化していない
変化している

変化し
た内容

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

文化展、文化祭の参加者が高齢化しており減少傾向である。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務
市民に文化・芸術意識の高揚と学習者の発表機会の創出のため。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

■

□
ＰＲ活動の充実により参加者の増加

ある 庁内事業

庁外事業

■ ■

□

生涯学習発表会類似事業名

□ある

ないない□ ■

ある

ない

ある

ない

■
文化協会会員に積極的に事業に参加してもらう

□

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

■

□

■ 文化祭、公募美術展において、出品数１点、出演者１人ごとに運営
負担金を求める。

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性↓ 削減 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 なし
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580203No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化事業の展開

コンサート・演劇開催事業 主管課名

課長名

教育行政課

鈴木 正憲

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

サンアートを会場に、文化・芸術事業を開催し、市民の文化意識の
高揚を図っている。

毎年度、鑑賞型事業を１事業開催

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

名古屋フィルハーモニー交響楽団
①ワークショップ（2月1日開催）
②ウィンターコンサート（2月15日開催）

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

公演事業数 回

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

市民
(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

人口 人

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
優れたプロの芸術を鑑賞する機会を提供する。

ワークショップ参加者、コンサート鑑賞者／全席数 ％

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

文化芸術活動に参加してもらう
文化センターサンアートの年間利用者数 人
自主的な活動件数 件

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33
回

単位
①
②
③

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

人

％

人
件

0 0 0 0 0

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 08

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0千円

× × × × × ×

0 0 0 0 0

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

0
人

A＋B＋C

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580203 コンサート・演劇開催事業
様式1-2

平成5年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

サンアート開館にあわせて、目玉事業として実施。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容

指定管理者制度の導入により、指定管理者も
同様の事業を実施している。

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

指定管理者が行う同様の鑑賞型事業もあるため、市民には違いが分
かり難い。
市が鑑賞型事業を企画する際、民間のような柔軟な企画が円滑に行
えないため、事業内容が限定されがちとなる。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務
質の高い文化芸術鑑賞の場の提供

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

■

□
住民ニーズの把握と、それにあった文化芸術事業の選定

ある 庁内事業

庁外事業

■ ■

□

サンアート維持管理事業類似事業名

■ある

ないない
指定管理者に委託している自主文化事業に統
合□ □

ある

ない

ある

ない

□

■

■
指定管理者に委託している自主文化事業に統合

□

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

■

□

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ □ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 サンアート自主文化振興事業計画
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580204No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化事業の展開

アートプラザ開催事業 主管課名

課長名

生涯学習課

岡田 高行

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

サンアートにおいて、市民が文化・芸術活動に触れてもらえるよう
アートプラザ事業としてみよし音楽祭を展開している。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

1 2 2

①合唱交流会 11月26日に開催
②少年少女定期演奏会 3月25日に開催

2 2

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

コンサート等開催数 回

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

市民
(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

人口 人

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①発表の場を提供し、音楽活動を広める
②身近に生演奏を鑑賞することで、音楽への鑑賞を高める。 出演したアーティスト数 人

コンサート入場者数 人

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

文化芸術活動に参加してもらう
自主的な活動件数 件
文化センターサンアートの年間利用者数 人

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
2

28 29 30 31 32 33
回

単位
①
②
③

60,365 60,860 61,070 61,356 61,604

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

人 61,852

310 265 300 300 300人
人

300
673 633 1,000 1,000 1,000 1,000

70 73 73 73 73件
人

73
248,624 272,284 273,000 273,000 273,000 273,000

1,315 1,311 1,388 1,388 1,510

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 08

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 1,510
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

1,315 1,311 1,388 1,388 1,510 1,510
931 1,033 1,033 1,033 1,033 1,033千円

125 2 150 2 150 2 150 2 150 2 150 2
0 0

× × × × × ×

95 43 43 43 43 43
2,341 2,387 2,464 2,464 2,586

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

2,586
0人

A＋B＋C
0 0 0 0 0

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580204 アートプラザ開催事業
様式1-2

平成１０年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

平成９年度にアマチュア演奏家から発表の場がほしいとの意見があ
り、開催方法を検討し、翌年度から実施した。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
■
□

変化していない
変化している

変化し
た内容

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

合唱交流会参加団体及び観客の減少が進んでいる。
開催方法の見直しが必要。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 アマチュア・セミプロアーティストへの発表の場を提供し、文化芸
術に親しみ、芸術活動を身近に感じる機会を提供するため。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

■

□
各催し物の開催時期を他のイベントと連携して実施する。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

■

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 なし
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580205No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化事業の展開

サンアート維持管理事業 主管課名

課長名

教育行政課

山崎 正勝

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

文化センターサンアートの維持管理を指定管理者制度を活用し、民
間企業に委託している。

老朽化している施設の修理を全館休館して実施していく。
（現大規模改修計画期間：平成32年7月から平成33年8月末）

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

312 296 312

指定管理者制度の導入により、会館管理全般（設備管理、清掃管理、夜間危機管理、樹木管理、舞台管理、受付
業務等）と保守点検業務（舞台機構、舞台照明、エレベーター、自動扉等）を指定管理者への委託で実施してい
る。

312 75

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

勤労文化会館の開館日数
ふるさと会館の開館日数

日
日

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①みよし市勤労文化会館
②みよし市ふるさと会館

(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

勤労文化会館の面積 ㎡
ふるさと会館の面積 ㎡

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①勤労文化会館が市民にとって、利用しやすく快適で安全な施設で
ある。
②ふるさと会館が日本文化紹介施設として、有効活用される。 勤労文化会館の利用者数 人

ふるさと会館の利用者数 人

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

文化芸術活動に参加してもらう
自主的な活動件数 件
文化センターサンアートの年間利用者数 人

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
170

312 296 312 312 75

28 29 30 31 32 33
日

単位
①
②
③

日 170

12,051.69 12,051.69 12,051.69 12,051.69 12,051.69

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

㎡
㎡

12,051.69
402 402 402 402 402 402

240,016 264,690 265,000 265,000 50,000人
人

150,000
8,610 7,594 8,000 8,000 1,500 4,000

86 73 73 73 0件
人

40
248,626 272,284 273,000 273,000 51,500 154,000

372,780 522,125 148,375 141,016 1,610,750

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 08

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 581,925
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

242,071 381,016 8,060 8,060 1,500,390 506,910
130,709 141,109 140,315 132,956 110,360 75,015
1,397 1,463 1,463 1,463 345 1,377千円

375 1 425 1 425 1 425 1 100 1 400 1× × × × × ×

222 106 106 106 0 106
374,399 523,694 149,944 142,585 1,611,095

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

583,408
31㎡

A＋B＋C
43 12 12 134 48

1,303 373 355 4,008 1,451931㎡

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580205 サンアート維持管理事業
様式1-2

平成５年７月
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

サンアート開館と同時に実施した

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容平成１９年４月から指定管理者導入

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

平成32年度から全館閉館し大規模改修を予定しており、サンアート
を使用することが出来なくなる。また、改修に多大な費用を要する
。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 広く民間活力を導入し、管理効率を高めるとともに、利用者にとっ
て利用しやすい施設を維持する。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

■

□
指定管理者に対する適正な監理監督

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

■

□

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 みよし市勤労文化会館設置条例・みよし市ふるさと会館設置条例
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580301No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化財の保存と活用

みよし市町誌編さん事業 主管課名

課長名

教育行政課

鈴木 正憲

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

市制施行までの町の歴史的な移り変わりを町誌として記録保存しこ
れを後世に伝える。併せて、市民の生活文化の向上と新たな伝統文
化の創造に役立てる基礎資料とする。もって、郷土の歴史と伝統の
保存と活用を可能にする。
事業期間 １５年度～２４年度（25年度は事業完了業務）
発刊計画 計３巻
編さん体制 町誌編さん委員会 委員（９名）

町誌編集委員会(15年7月26日発足)
編集委員（８名）専門委員（２５名以内）
調査協力員（７名以内）監修者（１名）

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

①町誌編さん委員会・町誌編集委員会の開催
②新編三好町誌本文編の発刊
③完成記念事業の開催

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

三好町誌編さん委員会の回数
業務執行事務（連絡・調整・補助）の件数

回
件

原稿筆耕完了部会数／全8部会） ％

30年度計画 □
■

前年と同様
変更あり 変更内容 平成25年度をもって事業完了

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①市民
②町の歴史（記録保存した歴史的な史実を裏付ける資料）

(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

人口 人
歴史的な史実を裏付ける資料 点

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①市民生活と文化の向上と新たな伝統の創造に役立てる。
②市制施行までの町の歴史を記録し後世に伝える。 町誌の購入者数 人

発行巻数 巻

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

伝統文化を保護保存し次代に継承する。
データ化した古文書等の数 点

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33
回

単位
①
②
③

件
％

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

人
点

人
巻

点

0 0 0 0 0

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 01

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0千円

× × × × × ×

0 0 0 0 0

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

0
人

A＋B＋C

点

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580301 みよし市町誌編さん事業
様式1-2

平成11年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

平成10年4月、三好町誌第三巻の発行時において、歴史的史料に基づ
く新たな三好町誌の編さんが提案され、これを契機に開始した。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容

歴史的史料の滅失、古き時代を知る者が減少
している。

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

平成１４年度から開始予定であったが、事業計画の見直しが要望さ
れたため、事業計画を見直し事業規模を縮小した。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 みよし市の歴史的な発展を明らかにし、これを町誌として発行する
ことから、発行者である市の責任と負担で行う。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

□

■
平成25年度をもって事業完了

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

■

□

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ □ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 三好町誌編さん委員会審議決定（平成15年4月）
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580302No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化財の保存と活用

文化財保護委員会運営事業 主管課名

課長名

教育行政課

林 久義

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

文化財の保存、活用等に関し教育委員会の諮問に答申し、及びこの
ために必要な調査研究を行なう。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

1 2 3

①文化財保護委員会の開催（３回）
②文化財保護委員会研修会の実施（３回）
③文化財の保護に関する審議（文化財資料の購入）

2 2

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

文化財保護委員会の開催回数
文化財保護委員会研修会の実施回数

回
回

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①文化財保護に関する諮問及び重要事項
(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

文化財保護に関する諮問及び重要事項の審議案件 件

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①文化財保護に関する諮問及び重要事項を審議し、教育委員会に意
見を提出してもらう。 文化財保護に関する答申及び建議の件数 件

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

①伝統文化を保護保存し次代に継承する
文化・芸術の振興が重要であると答えた人の割合 ％
文化・芸術の振興に満足した人の割合 ％

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
2

3 3 3 2 2

28 29 30 31 32 33
回

単位
①
②
③

回 2

0 2 1 1 1

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

件 1

0 2 1 1 1件 1

64 64 64 64 64％
％

64
71 71 71 71 71 71

201 231 274 274 275

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 06

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 275
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

201 231 274 274 275 275
1,013 937 937 937 937 937千円

68 4 68 4 68 4 68 4 68 4 68 4
0 0 0 0 0

× × × × × ×

4 4 4 4 4 4
1,218 1,172 1,215 1,215 1,216

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

1,216
件

A＋B＋C
586 1,215 1,215 1,216 1,216

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580302 文化財保護委員会運営事業
様式1-2

昭和４７年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

昭和４６年３月制定の文化財保護条例に基づき、文化財の保存と活
用を審議する附属機関として教育委員会に設置された。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容文化財を取り巻く環境の変化が大きい。

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

文化財を次代に継承するために、文化財保護に関する他市町村の取
り組み状況の調査研修や、他機関主催の研修会等への参加を通じた
文化財保護に関する情報収集が必要である。また、新たな市指定文
化財の検討を行う。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務
文化財の保存及び活用に関する重要事項を調査審議するため。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

□

■

委員会は、文化財保護に関する諮問又は、重要事項が発生した場合
に開催するため、予め開催回数を固定することは困難である。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

□

□

□

■

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 文化財保護法（第１９０条）、みよし市文化財保護条例（第４条）
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580303No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化財の保存と活用

有形文化財保存活動支援事業 主管課名

課長名

教育行政課

林 久義

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

市指定有形文化財の所有者及び管理者（以下「文化財管理者」とい
う）と協働してこれを良好な状態で保存するため、文化財管理者の
活動を支援する。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

2 2 2

①文化財管理者に当該文化財の保存に関わる活動経費の一部を補助する旨を通知する。
②補助金交付申請書を受理し、内容審査したのちに補助金交付決定を通知する。
③事業完了後、事業実績報告書を受理し、内容審査したのちに補助金を交付する。

2 2

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

事業実施団体の数 団体

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①市指定有形文化財
②山車２台（三好上・三好下地区）酒井家金比羅宮、石川家住宅

(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

市指定有形文化財の件数 件
文化財管理者の数 団体

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①市指定有形文化財が良好な状態で保存される。
②市指定有形文化財の保存のためには文化財管理者の協力が不可欠
であり、その保存活動を継続してもらう。 保存されている市指定有形文化財の件数 件

保存活動を継続する文化財管理者の数 団体

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

①伝統文化を保護保存し次代に継承する。
文化・芸術の振興が重要であると答えた人の割合 ％
文化・芸術の振興に満足と答えた人の割合 ％

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
2

28 29 30 31 32 33
団体

単位
①
②
③

4 4 4 4 4

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

件
団体

4
4 4 4 4 4 4

4 4 4 4 4件
団体

4
4 4 4 4 4 4

64 64 64 64 64％
％

64
71 71 71 71 71 71

930 930 930 930 930

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 06

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 930
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

930 930 930 930 930 930
1,304 1,205 1,205 1,205 1,205 1,205千円

175 2 175 2 175 2 175 2 175 2 175 2
0 0 0 0 0

× × × × × ×

2,234 2,135 2,135 2,135 2,135

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

2,135
559件

A＋B＋C
534 534 534 534 534
534 534 534 534 534559団体

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580303 有形文化財保存活動支援事業
様式1-2

昭和５６年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

昭和５６年１０月に市内の山車３台を市指定有形民俗文化財に指定
し、その維持保存のための事業として開始した。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容

文化財管理者の組織及び意識の変化に伴い、
当該文化財の維持保存が難しくなっている。

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？
当該文化財の大規模な修繕に関わる経費負担の軽減措置を求める要
請が、文化財管理者から出ている。
年々、当該文化財の維持保存に関わる文化財管理者の負担が増加す
る傾向にある。山車の曳き回しや老朽化に伴う大規模な改修費用に
対する支援が必要になる。
当該文化財の所有者及び管理者において、これを良好な状態で維持
保存する取り組みを維持することが、当該文化財の保存につながる
ものであり、支援の停止は当該文化財の滅失につながる危険性を高
めるため、現状の水準を維持する必要がある。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 市指定有形文化財の所有者及び管理者の協力のもとに、これを維持
保存し後世に残すための支援は、市の事務事業である。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

□

■

良好な状態で維持保存する取組を継続されることが、当該文化財の
保存と活用につながるものであり、現状の水準を維持する。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

■

□

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 文化財保護法（第３条）みよし市文化財保護条例（第２４条）他
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580304No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化財の保存と活用

郷土芸能保存活動支援事業 主管課名

課長名

教育行政課

林 久義

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

郷土芸能を保存する団体と協働して、郷土芸能を後世に伝承するた
め、当該団体の活動を支援する。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

8 8 8

①郷土芸能保存団体が行う郷土芸能の保存活動経費の一部を補助する旨を通知する。
②補助金交付申請書を受理し、内容審査したのちに補助金交付決定を通知する。
③事業完了後、実績報告書を受理し、内容審査したのちに補助金を交付する。

8 8

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

事業実施団体の数 団体

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①郷土芸能（囃子、棒の手）
②郷土芸能保存団体

(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

郷土芸能の件数 件
郷土芸能保存団体の数 団体

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①郷土芸能が着実に保存され後世に伝承される。
②郷土芸能の保存（伝承）のためには保存団体の協力が不可欠であ
り、その保存活動を継続してもらう。 保存（伝承）されている郷土芸能の件数 件

保存活動を継続する郷土芸能保存団体の数 団体

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

伝統文化を保護保存し次代に継承する。
文化・芸術の振興が重要であると答えた人の割合 ％
文化・芸術の振興に満足した人の割合 ％

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
8

28 29 30 31 32 33
団体

単位
①
②
③

2 2 2 2 2

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

件
団体

2
8 8 8 8 8 8

2 2 2 2 2件
団体

2
8 8 8 8 8 8

64 64 64 64 64％
％

64
71 71 71 71 71 71

610 571 640 640 640

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 06

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 640
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

610 571 640 640 640 640
1,676 1,549 1,549 1,549 1,549 1,549千円

225 2 225 2 225 2 225 2 225 2 225 2× × × × × ×

82 82 82 82 82 82
2,368 2,202 2,271 2,271 2,271

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

2,271
1,184件

A＋B＋C
1,101 1,136 1,136 1,136 1,136
275 284 284 284 284296団体

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580304 郷土芸能保存活動支援事業
様式1-2

昭和５６年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

昭和５６年１０月に市内の山車を市指定有形文化財に指定し、併せ
て祭囃子などの郷土芸能の伝承活動を活性化するために開始した。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容

保存団体の構成員の多様化により、指導者等
の後継者の育成に関心が高まっている。

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

保存団体の指導者等の熱意に支えられたこの取り組みが継続される
ことが、文化財の保存と活用につながるものであり、現状の水準を
維持する必要がある。
道具類の修繕又は更新などに要する経費が増加しており、保存伝承
団体から支援策の拡大が求められている。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 郷土芸能の保存団体の協力のもとに保存し後世に伝え残すための支
援は、市の事務事業である。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

□

■

保存団体の指導者等の熱意に支えられたこの取組が継続されること
が、文化財の保存と活用につながるものである。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

■

□

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 文化財保護法（第３条）みよし市文化財保護条例（第２４条）他
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580305No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化財の保存と活用

郷土芸能伝承活動発表会開催事業 主管課名

課長名

教育行政課

林 久義

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

市民に郷土郷土芸能に対する関心を深めてもらい、郷土芸能の保存
団体の活動の励みとするため、郷土伝承活動発表会を開催する。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

1 1 1

①開催日：平成29年9月10日（日）
②参加団体説明会の開催（２回）
③参加団体との連絡調整 １２団体 囃子（７）、棒の手（１）、巫女舞（２）、太鼓（２）

1 1

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

発表会開催回数 回

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①市民
②郷土芸能関連団体

(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

人口 人
郷土芸能関連団体の数 団体

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①市民に郷土芸能に対する関心を深めてもらう。
②郷土芸能関連団体に本発表会に参加してもらう。 一般参観者の数 人

発表会に参加した郷土芸能関連団体の数 団体

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

伝統文化を保護保存し次代に継承する。
文化・芸術の振興が重要であると答えた人の割合 ％
文化・芸術の振興に満足したと答えた人の割合 ％

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
1

28 29 30 31 32 33
回

単位
①
②
③

60,365 60,860 61,070 61,356 61,604

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

人
団体

61,852
13 13 13 13 13 13

860 700 870 880 890人
団体

900
13 13 13 13 13 13

64 64 64 64 64％
％

64
71 71 71 71 71 71

424 432 502 502 885

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 06

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 885
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

424 432 502 502 885 885
2,510 2,320 2,320 2,320 2,320 2,320千円

337 2 337 2 337 2 337 2 337 2 337 2× × × × × ×

31 31 31 31 31 31
2,965 2,783 2,853 2,853 3,236

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

3,236
0人

A＋B＋C
0 0 0 0 0

214 219 219 249 249228団体

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

23



２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580305 郷土芸能伝承活動発表会開催事業
様式1-2

昭和５７年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

昭和５７年４月、歴史民俗資料館の開館を記念して開始した。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容

勤労文化会館の開館を契機に中央公民館から
会場を移した。

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

昭和５７年以来継続し開催しているこの発表会は、市民が郷土の伝
統文化の一つである郷土芸能を知り、関心を深める機会となってお
り、現状の水準を維持する必要がある。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 郷土芸能の保存団体の活動の継続と市民の関心の高まりを期待する
ものであり、市が積極的に関与する。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

□

■

市民が郷土の伝統文化の一つである郷土芸能を知り関心を深める機
会になっており、現状の水準を維持する。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

■

□

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 文化財保護法（第３条）みよし市文化財保護条例（第２４条）他
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する

24



指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580306No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化財の保存と活用

文化財環境保全事業 主管課名

課長名

教育行政課

林 久義

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

市指定有形文化財及び資料館収蔵資料を虫害から保護するため、山
車保存庫（三好上区山車・三好下区山車）、酒井家金比羅宮、収蔵
庫、資料館本館及び木造棟のくん蒸処理（消毒処理）をそれぞれ３
年に１回実施する。
３年に１回の実施が適切がどうか文化財害虫調査業務を実施しその
後検討する。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

2 2 2

①くん蒸処理対象：三好上・三好下山車及び保存庫
②実施準備：くん蒸処理業務の委託契約
③実施中：現場監理
④実施後：くん蒸処理成果の確認、完了検査

2 2

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

くん蒸処理箇所／年
くん蒸業務委託関連事務

箇所
件

箇所あたりのくん蒸処理回数 回

30年度計画 □
■

前年と同様
変更あり 変更内容 くん蒸処理対象：資料館本館及び木造棟

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①市指定有形文化財
民俗文化財：三好上区山車、三好下区山車
建造物：酒井家金比羅宮

②資料館が収蔵する資料（以下「館蔵資料」という。）

(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

くん蒸処理対象の市指定有形文化財の数 件
くん蒸処理対象の資料館収蔵資料の数 点

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①市指定有形文化財を害虫等の被害から保護し、良好な状態で保存
する。
②資料館の収蔵資料を害虫等の被害から保護し、良好な状態で保存
する。

虫害等の発生を防止できた市指定有形文化財の数 件
虫害等の発生を防止できた館蔵資料の点数 点

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

伝統文化を保護保存し次代に継承する。
文化・芸術の振興が重要であると答えた人の割合 ％
文化・芸術の振興に満足した人の割合 ％

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
2

20 20 20 20 20

28 29 30 31 32 33
箇所

単位
①
②
③

件 20
1 1 1 1 1回 1
3 3 3 3 3

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

件
点

3
29,116 29,167 29,200 29,300 29,400 29,500

3 3 3 3 3件
点

3
29,116 29,167 29,200 29,300 29,400 29,500

64 64 64 64 64％
％

64
71 71 71 71 71 71

1,420 3,926 2,542 1,842 4,225

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 06

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 2,695
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

1,420 3,926 2,542 1,842 4,225 2,695
559 517 517 517 517 517千円

75 2 75 2 75 2 75 2 75 2 75 2× × × × × ×

44 44 44 44 44 44
2,023 4,487 3,103 2,403 4,786

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

3,256
674件

A＋B＋C
1,496 1,034 801 1,595 1,085

0 0 0 0 00点

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580306 文化財環境保全事業
様式1-2

昭和５６年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

昭和５６年１０月、市内の山車３台を市指定有形民俗文化財として
指定したことから、その維持保存のために開始した。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容

平成１６年度からは、使用薬剤をヴァイケー
ンに変更した。

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

文化財害虫調査の調査結果を踏まえて、くん蒸処理の実施ローテー
ションを見直す必要がある。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 市民共有の歴史的な財産である市指定文化財及び資料館収蔵資料の
保存措置として、市が積極的に関与する。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

□

■

市指定文化財及び資料館収蔵資料が良好な状態で維持保存されてお
り、事業の成果が認められることから、現状の水準を維持する。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

■
３年に１回実施する現行ローテーションを再検討する。

□

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

□

□

□

■

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性↓ 削減 ↓ 減額 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 文化財保護法（第３条）、みよし市文化財保護条例（第１８条）他
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580307No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化財の保存と活用

史跡整備管理事業 主管課名

課長名

教育行政課

林 久義

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

市指定史跡等を整備保存し一般公開するため、年３回の草刈り、雑
木伐採等を実施し、史跡の環境を維持保全する。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

2,939 4,386 4,386

①史跡用地の賃貸借及び使用貸借契約事務（福谷城跡：３年更新、黒笹２７号窯跡：５年更新）
②史跡管理の内容（２回／年、草刈り及び雑木処理）

4,327 4,327

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

史跡管理が必要な区域面積
史跡管理の実施回数

㎡
回

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①史跡、福谷城跡（発掘による学術調査により戦国時代の山城跡と
して証明された。）
②史跡、黒笹27号窯跡（平安時代の猿投窯の状況を見ることができ
る市内で唯一の古窯遺跡）

(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

史跡（福谷城跡）の面積 ㎡
史跡（黒笹27号窯跡）の面積 ㎡

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①一般公開するために、これを継続して維持保存する。
②一般公開するために、これを継続して維持管理する。 史跡（福谷城跡）の公開面積 ㎡

史跡（黒笹27号窯跡）の公開面積 ㎡

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

①伝統文化を保護保存し次代に継承する
文化・芸術の振興が重要であると答えた人の割合 ％
文化・芸術の振興に満足した人の割合 ％

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
4,327

3 2 3 3 3

28 29 30 31 32 33
㎡

単位
①
②
③

回 3

4,133 4,133 4,133 4,074 4,074

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

㎡
㎡

4,074
253 253 253 253 253 253

4,133 4,133 4,133 4,074 4,074㎡
㎡

4,074
253 253 253 253 253 253

64 64 64 64 64％
％

64
71 71 71 71 71 71

1,529 1,594 1,639 1,620 1,626

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 06

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 1,626
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

1,529 1,594 1,639 1,620 1,626 1,626
1,028 958 958 958 958 958千円

83 3 83 3 83 3 83 3 83 3 83 3
100 100 100 100 100

× × × × × ×
100

9 9 9 9 9 9
2,566 2,561 2,606 2,587 2,593

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

2,593
1㎡

A＋B＋C
1 1 1 1 1
10 10 10 10 1010㎡

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580307 史跡整備管理事業
様式1-2

平成２年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

中世期の山城跡であり、その概要が学術調査されており、貴重な史
跡として残すため、当該用地を借地し維持管理を開始した。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
■
□

変化していない
変化している

変化し
た内容

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

みよし市の代表的な遺跡（史跡）を良好な状態で保全する取り組み
を継続することが、文化財の保存と活用に結びつくものであり、現
状の水準を維持する必要がある。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 市指定文化財を始め重要な文化財の保存に関わる事業として、市負
担で実施する。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

□

■

史跡を良好な状態で保全する取り組みを継続することこそが、文化
財の保存と活用に結びつくものであり、現状の水準を維持する。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

□

□

□

■

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 文化財保護法（第3条）、みよし市文化財保護条例第（第18条）他
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580308No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化財の保存と活用

埋蔵文化財保存事業 主管課名

課長名

教育行政課

林 久義

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

埋蔵文化財は、土地に埋蔵された状態での現状保存が原則であるが
、開発事業に伴い現状保存できない場合は、発掘調査等を実施し記
録保存する。もって、埋蔵文化財の破壊と消滅を防止し、併せて埋
蔵文化財の詳細を報告書として後世に残す。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

346 261 350

①埋蔵文化財の有無確認及び開発計画の調整（有無の確認、結果通知、開発者との協議調整）
②発掘等の届出等に関わる事務（開発者との協議調整、発掘の届出等の受理、審査、県への送付）
③埋蔵文化財調査業務（委託契約、調査業務の監理、委託料の支払、完了確認）

350 350

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

埋蔵文化財の有無の確認等の申請件数
発掘調査した遺跡の数

件
件

出土遺物の数（保存用コンテナ数） 箱

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①市内の埋蔵文化財（遺跡）
※埋蔵文化財：土地に埋蔵されている文化財

②開発事業に伴い保存が必要な埋蔵文化財（遺跡）

(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

市内の遺跡の数 箇所
開発事業地内の埋蔵文化財（遺跡） 基

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①市内の遺跡を保存する。
②開発事業地内の遺跡を現状保存できない場合は、発掘調査を実施
し記録保存する。
※現状保存：地中に埋蔵された状態で保存する。

現状保存又は記録保存している遺跡の数（類計） 基
発掘調査し記録保存した遺跡の数（累計） 基

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

①伝統文化を保護保存し次代に継承する。
文化・芸術の振興が重要であると答えた人の割合 ％
文化・芸術の振興に満足した人の割合 ％

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
350

29 21 22 22 22

28 29 30 31 32 33
件

単位
①
②
③

件 22
10 6 10 10 10箱 10
191 192 192 192 192

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

箇所
基

192
1 8 1 1 1 1

191 192 192 192 192基
基

192
92 92 92 92 92 92

64 64 64 64 64％
％

64
71 71 71 71 71 71

3,662 3,565 19,099 7,009 7,070

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 06

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 7,070
1,640 1,619 2,025 2,000 2,000 2,000

0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

162 0 15,040 3,000 3,060 3,060
1,860 1,946 2,034 2,009 2,010 2,010
13,416 12,704 12,704 12,704 12,704 12,704千円

631 4 631 4 631 4 631 4 631 4 631 4
4,016 4,016 4,016 4,016 4,016
× × × × × ×

4,016
222 222 222 222 222 222

17,300 16,491 32,025 19,935 19,996

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

19,996
91箇所

A＋B＋C
86 167 104 104 104

2,061 32,025 19,935 19,996 19,99617,300基

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580308 埋蔵文化財保存事業
様式1-2

昭和53年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

昭和53年に中部電力変電所用地内の埋蔵文化財の発掘調査が行なわ
れ、以来、埋蔵文化財の保存に関わる事務事業として開始された。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容

記録保存事業が増大している。

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

従来、国及び県等が行う開発事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査が主
体であったが、今後は民間事業者の開発等に伴う発掘調査が見込ま
れる。
小規模な開発事業（個人が行う専用住宅等建設など）地内の埋蔵文
化財の記録保存のための諸調査の取り組みは、埋蔵文化財の破壊と
消滅を防止することに結びつくものである。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 文化財保護法、愛知県教育委員会事務処理特例条例に基づき市の役
割と事務の範囲が定められている。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

□

■

開発事業に伴い発掘調査し記録保存が必要な場合は、開発事業者と
協議調整して進めており、現状の水準を維持する。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

■

□

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性↓ 削減 ↓ 減額 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 文化財保護法（第99条）
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する

30



指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580310No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化財の保存と活用

文化財資料購入事業 主管課名

課長名

教育行政課

林 久義

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

郷土の歴史と文化に関わりの深い文化財資料を購入し、その散逸と
消滅を防止する。併せて、資料館の収蔵資料を拡充しながら、これ
を展示会等を通して一般に公開する。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

0 2 2

①文化財資料に関わる情報収集と調査検討を行なう。②購入予定の文化財資料の調書を作成し、文化財保護委員
会へ諮問する。③同委員会で審議され、その答申をうけて後に購入手続きを行なう。④文化財資料台帳へ記録し
、資料館館蔵資料として保管管理する。

1 1

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

評価、諮問等の審査手続き資料の作成件数
文化財資料の購入手続き点数

点
点

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①市にゆかりのある収蔵した文化財資料
②市にゆかりのある購入した文化財資料

(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

市にゆかりのある収蔵した文化財資料の数 点
文化財資料の購入点数 点

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①文化財資料として購入し、その散逸と消滅を防止する。
②展示・研究等に利用する。 文化財資料の購入点数（累計） 点

展示・研究等に利用した購入文化財資料の点数 点

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

①伝統文化を保護保存し次代に継承する
文化・芸術の振興が重要であると答えた人の割合 ％
文化・芸術の振興に満足した人の割合 ％

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
1

0 2 2 2 2

28 29 30 31 32 33
点

単位
①
②
③

点 2

29,116 29,167 29,200 29,250 29,300

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

点
点

29,350
0 2 2 2 2 2

113 115 117 119 121点
点

123
10 0 10 10 10 10

64 64 64 64 64％
％

64
71 71 71 71 71 71

0 314 317 317 323

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 07

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 323
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 314 317 317 323 323

280 259 259 259 259 259千円
75 1 75 1 75 1 75 1 75 1 75 1× × × × × ×

280 573 576 576 582

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

582
0点

A＋B＋C
0 0 0 0 0

287 288 288 291 291点

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580310 文化財資料購入事業
様式1-2

昭和57年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

昭和57年の資料館の開館を契機に郷土出身の画家の伊豆原麻谷の作
品を主体に文化財資料の収集を開始している。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容

世代交代、社会事情の変化に伴い文化財、伝
統文化への関心が鈍化している。

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

文化財保護委員の意見としても特に価格の高い伊豆原麻谷の優品を
収蔵すべきと指摘されている。みよし市に関わりのある文化財資料
がいつ世に出てくるのか分からないため、予め備えておく必要があ
る。
また、みよし市にゆかりのある文化財の散逸を防止し、資料館が収
蔵する文化財（資料）を拡充するため、継続的な購入が必要である
。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 博物館類似施設の資料館として、郷土にゆかりの深い文化財資料を
収集しその散逸と消滅を防止する。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

□

■

みよし市ゆかりのある文化財資料の購入にあたり、厳選して購入手
続きを進めており、現状の水準を維持する。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

□

□

□

■

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 文化財保護法（第3条）、みよし市文化財保護条例（18条）他
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580311No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化財の保存と活用

資料館施設管理事業 主管課名

課長名

教育行政課

林 久義

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

来館者の利便向上と館蔵資料の保護保全、適正な施設管理を図るた
め、老朽化した施設の整備・機器を整備充実する。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

8 8 8

①施設設備機器保守点検に関わる業務・・・・4業務（委託契約、業務監理、委託料支払い、完了確認）
②施設管理に関わる業務・・・・5業務（委託契約、修繕工事、業務監理、委託料支払い、完了確認）

8 8

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

設備機器保守点検及び管理に関わる業務件数
開館日数

件
日

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①資料館（本館・木造棟・収蔵庫）
②市民

(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

資料館の面積 ㎡
人口 人

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①展示会等を見学するために住民の皆さんに来館してもらう。

入館者数 人

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

①伝統文化を保護保存し次代に継承する。
文化・芸術の振興が重要であると答えた人の割合 ％
文化・芸術の振興に満足した人の割合 ％

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
8

307 304 307 307 307

28 29 30 31 32 33
件

単位
①
②
③

日 307

1,824 1,824 1,824 1,824 1,824

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

㎡
人

1,824
60,365 60,860 61,070 61,356 61,604 61,852

2,700 6,785 6,800 6,900 7,000人 7,000

64 64 64 64 64％
％

64
71 71 71 71 71 71

14,704 5,820 6,391 6,691 10,260

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 07

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 7,520
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
6 6 5 5 5 5

14,698 5,814 6,386 6,686 10,255 7,515
5,786 5,363 5,363 5,363 5,363 5,363千円

300 5 300 5 300 5 300 5 300 5 300 5
200 200 200 200 200

× × × × × ×
200

264 264 264 264 264 264
20,754 11,447 12,018 12,318 15,887

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

13,147
11㎡

A＋B＋C
6 7 7 9 7
0 0 0 0 00人

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580311 資料館施設管理事業
様式1-2

昭和５７年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

昭和57年4月、資料館の開館とともに開始した。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容

開館以来、館内外の大規模な改修をしていな
いため、老朽化が進行している。

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

資料館は昭和５７年１１月に開館し３６年が経過しており、施設設
備の老朽化が進み、利用者の利便向上を図るため、適宜設備機器の
補修と拡充を継続し、施設環境の維持保全を行っている。資料館の
適正な維持管理を図る必要がある。
資料館利用者から資料館の位置が分かりにくいという苦情が多く寄
せられているため、道路看板等の設置要望が出されている。
資料館の位置が分かりにくい、また、エレベータがないために足の
不自由な利用者等は、２階で開催している企画・特別展を見ること
ができない。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 博物館法に基づく公立博物館の類似施設として、その維持管理は設
置者の市の負担で行う。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

■

□

市役所周辺の施設を統合すれば、利用者の利便がよくなり、入館者
の増になる。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

■
市役所周辺の施設を統合すれば、維持管理費の削減ができる。

□

■ 市役所周辺の施設を統合すれば、維持管理業務をまとめることがで
き、人件費の削減につながる。□

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

■

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 文化財保護法、みよし市立歴史民俗資料館設置条例
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580312No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化財の保存と活用

資料館展示事業 主管課名

課長名

教育行政課

林 久義

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

広く市民に市の歴史や文化を深めてもらうため、平成29年4月からリ
ニューアルオープンした常設展示に加えて、開館以来、寄贈、寄託
及び購入により収集した資料館の収蔵資料及び他機関の所蔵資料等
を活用して、特別展及び企画展を開催する。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

3 4 4

①展示企画設営に関わる業務委託事務、展示資料調査と出展資料のとりまとめ
②展示会（企画展・特別展）年4回開催 春季企画展「みよし最後のやきもの～山茶碗とその時代」（4/29～6/2
5） 夏季企画展「帰ってきた昆虫展～身近な昆虫から珍しいクワガタムシまで～」（7/15～9/18） 秋季特別
展「多芸多才にして奇才 伊勢門水」（10/14～12/10） 冬季企画展「第36回ひな人形展～人形たちの移り変わ
り～」（1/20～3/18）

4 4

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

展示会の開催回数
展示会の開催日数

回
日

30年度計画 □
■

前年と同様
変更あり 変更内容 展示会の内容は、毎回変更している。

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①市民
(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

人口 人

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①市民に学習の機会を提供し、郷土の歴史、伝統、文化に関心を深
めてもらう。 展示会の開催期間中の入館者数 人

展示会の展示資料数 点

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

①伝統文化を保護保存し次代に継承する。
文化・芸術の振興が重要であると答えた人の割合 ％
文化・芸術の振興に満足した人の割合 ％

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
4

152 207 200 200 200

28 29 30 31 32 33
回

単位
①
②
③

日 200

60,365 60,860 61,070 61,356 61,604

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

人 61,852

2,283 6,214 6,300 6,400 6,500人
点

6,600
328 4,226 400 400 400 400

64 64 64 64 64％
％

64
71 71 71 71 71 71

42,628 4,136 5,302 5,302 5,410

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 07

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 5,410
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

111 206 208 208 208 0
42,517 3,930 5,094 5,094 5,202 5,410
9,506 8,935 8,935 8,935 8,935 8,935千円

506 4 506 4 506 4 506 4 506 4 506 4
1,968 1,968 1,968 1,968 1,968
× × × × × ×

1,968
490 490 490 490 490 490

52,624 13,561 14,727 14,727 14,835

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

14,835
1人

A＋B＋C
0 0 0 0 0

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580312 資料館展示事業
様式1-2

昭和57年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

昭和57年4月、資料館の開館を契機に開始しており、当時から収集さ
れた歴史、民俗等に関わる各種資料を展示紹介した。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容

開館以来、館内の内外装の改修をしていない
ため、老朽化が進行している。

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

郷土を知り、郷土を愛する心を培う機会を提供するため、展示事業
を継続して実施する必要がある。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 みよし市の伝統文化を広く紹介し、理解を深めてもらう機会を提供
することは、資料館の重要な業務である。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

■

□
ポスター・チラシ配布等広報活動を検討する。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

■

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 文化財保護法、みよし市立民俗資料館設置条例
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580313No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化財の保存と活用

資料館資料整理事業 主管課名

課長名

教育行政課

林 久義

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

○未整理の古文書群、猿投窯出土遺物群等の整理を行い、町誌編さ
ん、新たな郷土の歴史の調査研究、資料館展示事業等に活用する。

①対象資料 黒笹村、高嶺文書など未整理の古文書群約５万点、猿
投窯黒笹地区出土遺物群他（コンテナ約２，０００箱）

②整理内容
整理確認・目録化（データ入力）・マイクロフィルム撮影

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

1,000 1,000 1,000

○古文書等整理、古文書マイクロフィルム撮影業務・埋蔵文化財整理業務委託・稲垣氏寄贈資料整理業務委託）
（4業務）
①設計書作成、委託契約、業務の施行監理 ②出来高検査、委託料の支払い ③業務成果品の保存管理

1,000 1,000

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

古文書の整理件数
遺物コンテナ及び民俗資料の整理件数

件
件

マイクロフィルム撮影本数 本

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①資料館で収蔵する古文書
②資料館で収蔵する出土遺物及び民俗資料
③資料の状態が著しく悪い古文書等の収蔵資料

(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

古文書の数 点
遺物コンテナ及び民俗資料の数 点
データ化が必要な収蔵資料の数 点

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①古文書等を選別し目録及び台帳を整理する。
②出土遺物及び民俗資料を選別し目録及び台帳を整理する。
③データ化し保管管理する。 整理し把握した市内所在古文書数（累計） 点

整理した遺物コンテナ、民俗資料の数（累計） 点
データ化した古文書等の数（累計） 点

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

①伝統文化を保護保存し次代に継承する。
文化・芸術の振興が重要であると答えた人の割合 ％
文化・芸術の振興に満足と答えた人の割合 ％

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
1,000

120 51 120 120 120

28 29 30 31 32 33
件

単位
①
②
③

件 120
10 10 10 10 10本 10

87,000 87,000 87,000 87,000 87,000

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

点
点
点

87,000
6,684 64,735 6,884 6,984 7,084 7,184
46,693 46,193 45,693 45,193 44,693 44,193
34,230 34,330 34,430 34,530 34,630点

点
点

34,730
6,517 64,735 6,717 6,817 6,917 7,017
39,607 40,608 41,607 42,607 43,607 44,607

64 64 64 64 64％
％

64
71 71 71 71 71 71

9,635 7,149 8,949 8,493 8,664

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 07

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 8,664
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

9,635 7,149 8,949 8,493 8,664 8,664
3,623 3,483 3,483 3,483 3,483 3,483千円

166 3 166 3 166 3 166 3 166 3 166 3
1,768 1,768 1,768 1,768 1,768
× × × × × ×

1,768
120 120 120 120 120 120

13,378 10,752 12,552 12,096 12,267

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

12,267
0点

A＋B＋C
0 0 0 0 0
0 2 2 2 22

0 0 0 0 0 0
点
点

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
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等

事務事業名 No. 580313 資料館資料整理事業
様式1-2

平成14年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

寄託又は寄贈された古文書等の資料は、袋詰めにされた状態で保管
管理していたが、新編三好町誌編さんに活用するため開始した。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
■
□

変化していない
変化している

変化し
た内容

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

未整理状態にある古文書及び遺物は、小中学校の教材、新たな郷土
の歴史に関わる調査、研究、資料館展示事業に活用することができ
ない。他の博物館からの借用依頼や資料館調査に対応できないため
、事業の継続が必要である。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 寄贈資料、寄託資料及び購入資料は、市民共有の歴史的な財産であ
り、これらの整理と活用は、資料館の役割である。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

■

□

資料館の収蔵資料を整理保存する事業であり、専門業者への業務委
託、職員の増員により可能な限り事業の遂行を早める。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

□

□

□

■

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 文化財保護法、みよし市立民俗資料館設置条例
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580314No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
文化財の保存と活用

石川家住宅管理事業 主管課名

課長名

教育行政課

林 久義

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

みよし市三好町三好上児童館から西に歩いて２分のところにある長
屋門を備えた「石川家住宅」は、平成２３年８月にみよし市有形文
化財に指定後、平成２６年11月から一般公開し、市が管理運営を行
なっている。
開館以来教育普及活動として、毎週土日曜日に歴史体感講座及びな
つ祭り、クイズラリー、町なかアートギャラリーを開催。また、小
学校の総合学習などで、昔の生活を体験できる市内唯一の施設とし
て活用されている。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

1 1 1

①庭の剪定・警備：見積→委託事務→完了検査→支払
②調度品の調査
学芸員に連絡→現場視察、資料の確認・・・、リスト作成

1 1

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

年間剪定回数
維持管理等委託件数

回
件

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

市民、みよし市に訪問した人
(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

人口 人

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
明治期の建造物や庭、調度品などを観覧して、何かを感じ取っても
らい、みよし市の明治・大正・昭和の時代に関心を持ってもらう。 年間観覧者数 人

計画進捗率ｏｒ評価時点での達成率 ％

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

伝統文化を保護保存し次代に継承する
文化・芸術の振興が重要であると答えた人の割合 ％
文化・芸術の振興に満足した人の割合 ％

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
1

4 4 4 4 4

28 29 30 31 32 33
回

単位
①
②
③

件 4

60,365 60,860 61,070 61,356 61,604

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

人 61,852

5,317 4,803 4,900 5,000 5,100人
％

5,200
100 100 100 100 100 100

64 64 64 64 64％
％

64
71 71 71 71 71 71

4,480 4,526 4,707 4,743 4,777

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 07

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 4,777
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

4,480 4,526 4,707 4,743 4,777 4,777
10,020 9,428 9,428 9,428 9,428 9,428千円

700 3 700 3 700 3 700 3 700 3 700 3
2,199 2,199 2,199 2,199 2,199
× × × × × ×

2,199
550 550 550 550 550 550

15,050 14,504 14,685 14,721 14,755

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

14,755
0人

A＋B＋C
0 0 0 0 0

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580314 石川家住宅管理事業
様式1-2

平成２３年度
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

建物の雰囲気を変えずに家全体を資料館として活用し、図書や所蔵
品を公開することが石川恒夫氏の希望であった。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
■
□

変化していない
変化している

変化し
た内容

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

一部老朽化した部分があるので、市指定文化財の手続きを踏まえて
景観を考慮しながら、修繕していく必要がある。
また、公開を維持するためにも利用者数を増加する工夫が必要であ
る。そのためには単なる市指定文化財を公開する施設から、一歩踏
み込んで、昔の暮らしや遊びを体験できたり、みよし市周辺の歴史
などを幼児から高齢の方までそれぞれに楽しめる講座及び企画を年
間を通して行う。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 寄贈資料、寄託資料及び購入資料は、市民共有の歴史的な財産であ
り、これらの整理と活用は、資料館の役割である。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

■

□

資料館の収蔵資料を整理保存する事業であり、専門業者への業務委
託、職員の増員により可能な限り事業の遂行を早める。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

□

□

□

■

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 文化財保護法、みよし市立歴史民俗資料館設置条例
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580401No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
図書館の整備

図書、逐次刊行物（新聞・雑誌等）等整備事業 主管課名

課長名

生涯学習課

岡田 高行

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

多様化する市民ニーズに対応できる情報の提供と計画的な図書館資
料の整備を行う。
市民の知る権利をみたすため、図書館法に基づき、計画的な蔵書更
新、収集が必要不可欠である。限られた資料費でいかに新刊と定番
・必須図書とのバランスをとりながら、複数年度に渡り、継続的に
資料整備を行う。
また、第三次みよし市子ども読書活動推進計画に基づき、学校、学
校図書館、児童・生徒向けの資料を整備する。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

14,756 11,171 18,350

利用者のニーズに応え、最新の文芸書や、注目されている分野、新たに発生した事件に関する図書を購入した。
また、既に登録した図書・雑誌などについても、配置場所(正しい位置にあるか、見やすく取り出しやすいか、
など)や資料状態(汚破損の有無)の確認を行い、常に館内奉仕に対応できる状態にした。

19,300 19,300

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

図書等購入冊数（中央）
除籍図書冊数

冊
冊

蔵書冊数（全館） 冊

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

①購入図書
②リクエスト図書(新規購入・予約・他館借受)

(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

購入図書（選定・リクエスト） 冊
リクエスト図書受付数（本館・サンネット） 冊

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
①多様な市民ニーズに応えられる蔵書構成ができるようにする。
②図書を充実させ、利用者に満足してもらう。 入館者数(実数)／人口(中央) ％

図書利用者/入館者数（中央) ％

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

利用しやすい図書館サービスを充実し、教養や知識を得てもらう。
市民１人当たりの図書利用冊数 冊

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
19,300

133 1,576 1,000 7,000 7,000

28 29 30 31 32 33
冊

単位
①
②
③

冊 7,000
239,960 257,630 274,980 281,140 287,300冊 293,460
14,756 11,171 18,350 19,300 19,300

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

冊
冊

19,300
13,187 21,489 25,000 25,000 25,000 25,000

360.7 424.4 471 469.1 467.2％
％

465.4
29 43.5 41.5 41.5 41.5 41.5

6.4 8.4 10 10 10冊 10

30,816 30,796 41,303 42,613 41,879

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 04

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 41,879
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

25,090 30 0 0 0 0
5,726 30,766 41,303 42,613 41,879 41,879
4,097 2,326 1,809 1,809 1,809 1,809千円

275 4 200 3 150 3 150 3 150 3 150 3
260 260 260 260

× × × × × ×
260

47 77 77 77 77 77
34,960 33,199 43,189 44,499 43,765

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

43,765
2冊

A＋B＋C
3 2 2 2 2
2 2 2 2 23冊

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580401 図書、逐次刊行物（新聞・雑誌等）等整備事業
様式1-2

昭和53年4月 図書館開館当初
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

図書館法の基本理念に基づく。開館当初からの方針による。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容

利用者の図書に対するニーズは増加・多様化
しつづけている。

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

第三次みよし市子ども読書活動推進計画の達成のために学校支援用
図書の整備が必要である。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務
図書館利用者の増加のため。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

■

□

計画的な新刊本の購入より、図書館資料が充実し、入館者、図書利
用者の増加が見込まれる。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

□

□

□

■

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 図書館法第1条
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580402No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
図書館の整備

図書館奉仕（図書の貸出等）事業 主管課名

課長名

生涯学習課

岡田 高行

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

利用者のニーズに応え、図書の貸出・返却を行い、また希望する情
報を得るための補助、案内を行う。

図書館奉仕
カウンター業務（貸出返却、閲覧）
図書督促業務、文献複写、図書配架維持管理業務、
視聴覚資料管理業務、レファレンスサービス（読書相談）

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

392,298 512,023 613,560

カウンター業務(貸出返却、閲覧)・新聞雑誌受入業務・図書督促業務・文献複写・インターネットサービス・図
書配架維持管理業務・印刷物等館内掲示業務・視聴覚資料管理業務・団体貸出業務・レファレンスサービス（読
書相談、調査・研究）

616,040 618,520

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

貸出の総数
入館者数

冊
人

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

市民
(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

人口 人

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
利用しやすい図書館サービスの提供を受ける

読書相談件数 件

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

利用しやすい図書館サービスを充実することにより、市民に知識や
教養を習得してもらう。 市民１人当たりの図書利用冊数 冊

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
621,000

219,542 259,235 289,000 289,000 289,000

28 29 30 31 32 33
冊

単位
①
②
③

人 289,000

60,860 61,070 61,356 61,604 61,852

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

人 62,100

1,691 2,776 2,800 2,800 2,800件 2,800

6.4 8.4 10 10 10冊 10

947 968 2,221 1,408 1,196

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 04

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 1,196
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
30 0 0 0 0 0
917 968 2,221 1,408 1,196 1,196

4,436 2,326 1,809 1,809 1,809 1,809千円
250 4 200 3 150 3 150 3 150 3 150 3

712 260 260 260 260
× × × × × ×

260
70 77 77 77 77 77

5,453 3,371 4,107 3,294 3,082

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

3,082
0人

A＋B＋C
0 0 0 0 0

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580402 図書館奉仕（図書の貸出等）事業
様式1-2

昭和53年4月 図書館開館当初
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

昭和46年中央公民館図書室オープン

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容利用者のニーズが多様化している

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

図書館業務に精通した専門職員の配置と育成が求められている。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務
図書館サービス提供のため

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

■

□

読書相談、データベースの提供などの図書館サービスをさらに充実
させる。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

■

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性↓ 削減 ↓ 減額 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 図書館法第３条
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580403No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
図書館の整備

読書啓発事業 主管課名

課長名

生涯学習課

岡田 高行

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

読書の普及と読書活動を促進する。
図書館支援団体の育成、指導。
図書館講座、読書講演会の開催。
市内小中高校を対象とした読書感想文コンクールの実施。
学校における読み聞かせ、学校図書室への支援。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

11 25 15

・講座・読書感想文コンクールの実施(平成29年9月）・ボランティア団体の育成（おはなし会実施等）
・子ども一日司書(小学校）平成29年8月17日～19日まで
・職場体験 三好中9/13～15、三好丘中12/6～8、南中1/17～19、北中11/15～17

20 20

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

教室開催数（図書館講座）
児童生徒に感想文を依頼した件数

回
件

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

教室受講者
児童・生徒

(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

受講者（定員） 人
児童・生徒数 人

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
文学に興味をもってもらう
読書に親しんでもらう 教室参加者 人

児童向け図書（絵本・児童書）貸出数（全館） 冊

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

利用しやすい図書館サービスを充実し、教養や知識を習得してもら
う 市民1人あたりの図書利用冊数 冊

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
20

7,214 7,008 7,000 7,000 7,000

28 29 30 31 32 33
回

単位
①
②
③

件 7,000

775 900 680 750 750

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

人
人

750
7,214 7,008 7,000 7,000 7,000 7,000

745 663 680 750 750人
冊

750
182,574 224,512 260,000 300,000 340,000 380,000

6.4 8.4 10 10 10冊 10

2,044 813 1,058 1,249 1,699

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 04

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 1,249
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
87 3 1 1 1 1

1,957 810 1,057 1,248 1,698 1,248
4,008 5,938 5,914 5,914 5,914 5,914千円

269 4 200 3 200 3 200 3 200 3 200 3
3,872 3,848 3,848 3,848

× × × × × ×
3,848

93 77 77 77 77 77
6,145 6,828 7,049 7,240 7,690

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

7,240
8人

A＋B＋C
8 10 10 10 10
1 1 1 1 11人

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580403 読書啓発事業
様式1-2

昭和53年7月
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

多くの利用者に本に親しんでもらい、読書への関心を高める。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容

図書館支援団体の会員の高齢化による人数の
減少

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

市民の図書館活動への関心、期待は、時代の要請であり、積極的に
参加して自分の能力や体験を活かしたいという希望もある。そのた
めのボランティア受入れ態勢、支援環境は充分に整っていない。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務
各種講座、読み聞かせなどによる読書活動推進のため。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

■

□

各種講座、読み聞かせなどへの市民の参加を促し、読書活動への意
識を高める。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

■

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 ↑ 増額 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 図書館法第３条
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580404No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
図書館の整備

図書館友の会活動支援事業 主管課名

課長名

生涯学習課

山崎 正勝

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

図書館読書活動を積極的に行うために、図書館友の会に補助金を交
付する。

補助率：２分の１
補助上限：９５千円

ただし、平成27年度末に図書館友の会が解散したため、平成28年度
は実績無し

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

・役員会(年3回）・文学散歩・手作り絵本展・古本バザー・おはなし会（定例会・かるた会・クリスマス会）
・ボランティア活動（特別整理期間に清掃、本の整理等協力）
・読み聞かせなどの事業の実施に対し補助金を交付し支援する。
・おはなしふれあいフェスティバル開催。

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

活動回数 回

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

図書館友の会加入団体
(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

団体数 団体
会員数 人

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
図書館事業に参加してもらう
団体が活発に活動してもらう 図書館友の会の活動へ参加した延べ人数 人

団体活動人数 人

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

利用しやすい図書館サービスを充実し、教養や知識を習得してもら
う。 市民1人当たりの図書利用冊数 人

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33
回

単位
①
②
③

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

団体
人

人
人

人

0 0 0 0 0

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 04

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0千円

× × × × × ×

0 0 0 0 0

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

0
団体

A＋B＋C

人

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580404 図書館友の会活動支援事業
様式1-2

昭和53年7月
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

多くの利用者に本に親しんでもらい、知る権利の充足を図るため開
始した。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容

人口は開設当初の予想より上昇をしており、
住民の図書館活動への関心、期待が大きい。

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

市民の図書館活動への関心、期待は、時代の要請であり、積極的に
参加して自分の能力や体験を活かしたいという希望もある。そのた
めのボランティア受入れ態勢環境は充分に整っていない。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務 図書館法第３条に基づき、団体の支援育成のため、みよし市図書館
団体育成事業補助金交付基準を定め、支援に努めている

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

■

□

市民にＰＲを行い、講座・研修などを開催し、友の会の活動に参加
できるようにする。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

■

□

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ □ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 みよし市図書館団体育成事業補助金交付基準、図書館法
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580405No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
図書館の整備

図書館電算事業 主管課名

課長名

生涯学習課

岡田 高行

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

蔵書管理、貸出業務、各種統計等の図書館業務を行う。また、イン
ターネットで蔵書データベースを公開し、ネットワークを活用した
検索予約環境の提供を行う。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

219,542 259,235 289,000

図書にＩＣチップの装備を進め、雑誌の目次など情報量の増加を図った。
図書館システムの保守。

289,000 289,000

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

中央図書館入館者数
図書館インターネット利用者数

人
人

インターネット蔵書検索システムアクセス数 件

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

市民
(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

人口 人

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
貸出・返却を行う
正確な図書館サービスの提供を行う 貸出冊数 冊

トラブル発生件数（システム障害） 件

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

利用しやすい図書館サービスを充実し、教養や知識を習得してもら
う 市民１人あたりの図書利用冊数 冊

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
289,000

2,814 4,915 5,000 5,000 5,000

28 29 30 31 32 33
人

単位
①
②
③

人 5,000
837,190 857,563 1,107,000 1,107,000 1,107,000件 1,107,000
60,860 61,070 61,356 61,604 61,852

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

人 62,100

392,298 512,023 613,560 616,040 618,520冊
件

621,000
0 0 0 0 0 0

6.4 8.4 10 10 10冊 10

14,230 16,704 17,950 27,022 17,627

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 04

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 17,627
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

14,230 16,704 17,950 27,022 17,627 17,627
2,607 2,326 2,326 2,326 2,326 2,326千円

175 4 200 3 200 3 200 3 200 3 200 3
260 260 260 260

× × × × × ×
260

100 77 77 77 77 77
16,937 19,107 20,353 29,425 20,030

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

20,030
0人

A＋B＋C
0 0 0 0 0

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580405 図書館電算事業
様式1-2

昭和62年4月から
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

効率よく正確な図書の管理運用のため

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容

インターネット環境の充実と普及、情報を提
供する為の機器として認識された

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

図書館学習交流プラザでの開館にあわせ、インターネット蔵書検索
からの予約、貸出期間の延長を開始した。資料情報、利用者情報の
適切な管理のため、電算機器の維持管理の重要性が増している。
また、マイナンバーの活用について、総務省より図書館利用者カー
ドが事例として提示され、今後の調査研究が必要となっている。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務
図書館業務の効率化、高速化のため。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

■

□

公共図書館の相互貸借業務や学校などへの団体貸出についても、イ
ンターネット予約を解放することで、利用の増加が見込まれる。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

■

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性↑ 増加 ↑ 増額 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 なし
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580406No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
図書館の整備

図書館協議会運営事業 主管課名

課長名

生涯学習課

岡田 高行

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

図書館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行う図
書館奉仕につき、館長に対し意見を述べる機関（図書館奉仕＝図書
の収集貸出、図書目録整備、読書相談、相互貸借、読書会奨励、参
考業務、学校等との協力）

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

3 3 3

協議会（年２回）及び視察研修（安城市図書館情報館（アンフォーレ））
委員会の構成・・図書館利用団体、社会教育委員会代表、ＰＴＡ代表、学校教育課指導主事 計８名

3 3

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

協議会開催数 回

30年度計画 ■
□

前年と同様
変更あり 変更内容

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

図書館協議会委員
(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

協議会委員 人

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
図書館協議会委員を通し、多くの意見をもらう

意見の数 件
意見を取り入れた数 件

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

利用しやすい図書館サービスを充実し、教養や知識を習得してもら
う 市民1人あたりの図書利用冊数 冊

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値
3

28 29 30 31 32 33
回

単位
①
②
③

8 7 8 8 8

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

人 8

13 8 11 11 11件
件

11
5 4 9 9 9 9

6.4 8.4 10 10 10冊 10

201 168 246 248 248

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 04

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 248
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

201 168 246 248 248 248
2,235 2,066 2,066 2,066 2,066 2,066千円

200 3 200 3 200 3 200 3 200 3 200 3× × × × × ×

28 77 77 77 77 77
2,464 2,311 2,389 2,391 2,391

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

2,391
308人

A＋B＋C
330 299 299 299 299

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580406 図書館協議会運営事業
様式1-2

昭和５２年１０月１９日
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

図書館法第１４条に設置規定があり、図書館の運営に対する市民の
意見を反映するため。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
■
□

変化していない
変化している

変化し
た内容

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

新図書館の開館に伴い、協議会委員の減少。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務
図書館の適切な運営のため

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

□

■
図書館協議会委員の意見等を事業に反映させている。

ある 庁内事業

庁外事業

□ □

□

類似事業名

□ある

ないない■ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

□

□

□

■

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ ■ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性→ 維持 → 維持 → 維持

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 図書館法第14条、15条、16条及びみよし市立図書館設置条例
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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指標 年度

事務事業名

この事務事業
の位置

政策
施策
基本事業

580407No.
誰もが健康で生きがいのある暮らし
文化・芸術に親しみ、育むまち
図書館の整備

図書館施設管理事業 主管課名

課長名

生涯学習課

山崎 正勝

１
事
務
事
業
の
現
状
（
Ｄ
Ｏ
）

図書館施設の維持管理を行い、安全で利用しやすい図書館サービス
の提供を行う。

(1)事業の概要

(29年度に実施

(5)活動指標

219,542

光熱水費の支払い。図書館運営に必要な窓口職員の配置。年に一度の曝書（棚卸し）を行い、図書資料と施設の
維持管理。
水銀灯修繕、冷却水ポンプ取替修繕、自動火災報知設備修繕、駐車場標識修繕他。

(事務事業の活動量を表す指標)

名 称 単位
①
②
③

入館者数（中央図書館）
開館日数（中央図書館）

人
日

30年度計画 □
■

前年と同様
変更あり 変更内容 図書館学習交流プラザの開館に伴い、図書館学習交流プラザ管理運営事業に平

成29年度より統合

(2)対象(この事業の対象、範囲となる人、物)

した具体的なこ
の事業のやり
方、手順等)

その指標

中央図書館、図書館の占有面積
(6)対象指標(対象の大きさを表す指標)

名 称 単位
①
②
③

延床面積 ㎡

(3)意図(この事業によって(2)の対象をどのような状態にしたいのか)

名 称 単位
①
②
③

(7)成果指標(意図の達成度を示す指標)
来館者が快適、安全に利用できる施設にする。

図書館施設への苦情件数 人

(4)結果(上位基本事業の意図)

名 称 単位
①
②
③

利用しやすい図書館サービスを充実し、教養や知識を習得してもら
う。 市民１人あたりの図書利用冊数 冊

(9)事務事業の各種指標の実績と見込及び目標

(8)結果の成果指標(上位基本事業の成果指標)

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値

218

28 29 30 31 32 33
人

単位
①
②
③

日

3,253.04

(5)の
活動指標

(6)の
対象指標

(7)の
成果指標

(8)の結果の
成果指標

①
②
③
①
②
③
①
②
③

㎡

24人

6.4冊

61,582 0 0 0 0

(10)予算費目 会計 01 款 項 目一般会計 10 05 04

(11)コスト
事業費
Ａ

年度目標値年度目標値年度目標値年度計画値年度実績値年度実績値28 29 30 31 32 33年度

単位
千円
千円
千円
千円
千円

時間×人
千円
千円

(決算又は予算額) 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

61,582 0 0 0 0 0
76,224 0 0 0 0 0千円

250 4
72,500
× × × × × ×

117
137,923 0 0 0 0

国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

人件費Ｂ
正職員従事時間×人数
正職員以外の人件費

その他費用Ｃ

財
源
内
訳

トータルコスト

③
②
①単位あたりコスト

(トータルコスト
/(6)の対象指標)

千円
千円/
千円/
千円/

0
42㎡

A＋B＋C

そ
の
指
標

そ
の
指
標

そ
の
指
標

平成30

･･･数値は(9)

年度（ 29 年度実施分）
様式1-1 平成 30 年 10 月 25 日記入日

事務事業目的評価表

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)

･･･数値は(9)
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２
環
境
変
化
と
住
民
意
見
等

事務事業名 No. 580407 図書館施設管理事業
様式1-2

昭和５３年４月
(1)この事務事業はいつから開始したのか？

から
(2)この事務事業を開始したきっかけは？

図書館を建設し、図書館事業を開始したため。

(3)事務事業を取り巻く状況は開始時期や過去と比べ変化しているか？
□
■

変化していない
変化している

変化し
た内容

平成28年7月2日に図書館学習交流プラザへ移
転開館した。

(4)事業実施上の課題、住民・議会等からの意見は？

複合施設である図書館学習交流プラザに含まれる図書館として、施
設全体のイベントや講座などと相乗効果の見込まれる企画、展示を
求められている。

３
評
価
（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）

目
的
妥
当
性

(1)この事務事業は法定受
託事務ですか、それとも、
自治事務ですか？
また、この事務事業を行う
根拠や理由はなんですか？

(2)この事業の意図は結果
（基本事業の意図）に結び
つきますか？

(3)対象を見直すこと（対
象の拡大又は縮小）はでき
ませんか？

(4)意図を見直すこと（意
図の追加・拡充(意図の段
階は正しいか)又は絞込み
）はできませんか？

(5)この事業を廃止した場
合の影響はありますか？

(6)今以上に事業の成果を
向上させることはできませ
んか？
※1-(7)の成果指標を向上させ
ることはできませんか？

(7)類似又は関連する事業
はありませんか？
また、類似事業との再編で費
用対効果が向上しませんか？

(8)現在の成果水準のまま
で事業費を削減する方法は
ありませんか?(仕様や工法
の変更、住民の協力など)

(9)現状より人件費を削減
する方法はありませんか？
(従事時間を削減できない
か？正職員以外の職員や外
部委託はできないか？)

(10)受益者負担はあります
か？
また、受益者負担割合は適
正ですか？

□

■

法定受託事務

自治事務
図書館で適正に管理運営するため。

■

□

結びつく

結びつかない

できない

できる□

■

□

□

拡大

縮小

できない

できる 追加

拡充

絞込み

□ □

□

□
■

影響が大きい

多少影響がある

影響はない

■

□

□

できる

できない

■

□

図書館学習交流プラザに移転したことによる機能の充実により、利
用者の利便性、快適性が向上したため。

ある 庁内事業

庁外事業

■ ■

□

図書館学習交流プラザ管理運営事業類似事業名

■ある

ないない
図書館学習交流プラザに移転し、１つの施設
として管理運営を行う。□ □

ある

ない

ある

ない

□

■

□

■

類似事業
との再編
の可能性

ある

受益者がいない

ない

現状で適正

検討が必要

□

■

■

□

□

有
効
性

効
率
性

公
平
性

４
改
革
改
善
案

（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

廃止・休止統合縮小現状維持改善拡大□ □ □ □ □ □

コストの方向性 事業費の方向性 成果の方向性

(1)今後の事業の方向性

(2)改革・改善案
※対象、意図、手段等
の見直しなど

根拠法令

この事務を
行う根拠
又は理由

理由

内容

内容

理由
又は
内容

理由
又は
内容

内容

内容

内容

内容

根拠法令 なし
法定受託事務は(2)から(5)への記載不要、(6)から評価する
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